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個別の学習と協働的な学びをスムーズに結び付けた。

4 年生　社会科
ごみの処理と利用

個別最適な学びと
協働的な学びの一体化

ICTからの資料配布学習課題の設定

共有機能の活用

それぞれ考えの共有

ロイロノートを活用し、学習課題を設定する前に、予想や問いを
見出しておくことができ、個別学習の中で、目標を設定することができた。

テーマ設定を工夫することで、個別最適な学びと協働的な学びを「話し合い」の活動で
一体化することができた。

3 年生　国語科
絵文字で表そう

個別最適な学びと協働的な
学びの一体化を目指した
話し合い活動

自分の意見を出す

役割の明確化

共有スペース
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「写真を見る→自分の考えをもつ→友達と交流する→文章と出会う→改めて交流する」
という学習の流れを繰り返すことで、子供たちに毎時間学習の見通しをもたすことができ、
個別学習と協働的な学びの一体化になった。

1 年生　国語科
どうぶつしゃしんてんをひらこう

授業デザイン（授業の流れ）
を意識できる学習形態

授業の目的を共有授業デザインの可視化

個別の考えを共有

個別学習の集約を目的とした一斉指導

興味・関心の高い児童が授業の流れをつくり、モデルとなる児童から他児が学ぶことで、
集団としての学習と、一人一人のニーズに応える学習が実現した。

そよかぜ　算数科
かたちあそび

個別課題の設定
ミッションカード

Keynote

撮影装置

他の児童を手本とする

協働的な学びの検証
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❶ 個別最適な学びの学習法及び指導法の具現化

❷ 個別最適な学びと協働的な学びの一体化の実証

❸ 文房具のようなツールとして扱う ICT の活用法

◦�練習の場を設定することで、児童が技のポイントを理解したり、自己の能力に合わせて練習の場を選
択したりする姿が多くみられた。（体育）

◦課題解決の時間を作ることで、自発的な学び合いが起きた。
◦�一人一人自分に合った課題の選定を行うことで、自分で課題を設定し、情報集める力や資料の読み取

る力を高めることができた。

◦�技のポイントは児童に教え込むのではなく、児童がもっている「今ある力」から吸い上げ、共有して
いくことができた。（体育）

◦解決に近づかない児童への補助となった。
◦自分の考えに友達の考えを重ねていくことで、深い学びになった。
◦�情報の共有から考えを出し、それを全体で考えることで自分以外の様々な考えにふれさせることができた。
◦�学習資料を ICT に一元化することにより、児童はいつでも、どこでも資料を確認したり、閲覧したり

して課題を修正できた。
◦�グループによる調べたことの共有（ジグソー法）では、グループで情報を共有し、知見することで課

題解決に効果的だった。

◦�使う児童、使わない児童と、児童が自分の学習に合った使い方を選択していた。
◦ iPad を文房具のように個人の学習に合った使い方をしていた。
◦ IPad を教材化することができた。

▪�一人になりすぎてしまう児童への更なる声掛けや手だてを講じる。（体育）
▪�考えの共有をさらに確実なものとする。
▪�情報を収集するための資料を選別し、課題が明確な発問をする。
▪�撮影の仕方、アングル等技術スキルについての指導を確実に行う。
▪�活動をする際に、ICT 操作や資料過多にならないように、事前の準備を十分に行う。

成果

今後の課題

● 研究に携わった教職員

あとがき
副校長　伊藤　雅一

　◎研究推進委員長　○研究推進委

日本体育大学児童スポーツ学部　助教	 鈴木　康介 先生

墨田区立業平小学校　校長	 伊藤　康次 先生

千葉大学教育学部国語教育研修室　教授	 寺井　正憲 先生

東京都立中野特別支援学校　主幹教諭	 日髙　浩一 先生

　校　　長

　副　校　長

　１年１組

○１年２組

　２年１組

　２年２組

　３年１組

　３年２組

　４年１組

○４年２組

◎５年１組

　５年２組

　６年１組

　６年２組

　そよかぜ学級

　そよかぜ学級

　そよかぜ学級

○音　　　　楽

　図  画  工  作

　算数少人数

　養　　　　護

　栄  養  士

　特別支援専門員

　事　　　　務

　介  助  員

　介  助  員

　介  助  員

　

中里　　照久

山本　　史子

薊　　　裕也

沖山　健之介

天城　　拓哉

廣田　　裕一

石井　由里子

鈴木　　道子

高橋　　克典

北村　　昭子

佐藤　　久美

坂本　　　州

武　　美枝子

　

影山　　祥仁

伊藤　　雅一

塚本　　悠美

白上　　素子

阿部　美奈子

村上　　優美

小松　　紘子

菅原　かの子

長島　　圭史

田口　　正明

千葉　　哲也

徳田　　真子

津田　　侑汰

稲富　　瑞紀

● 御指導いただいた講師の先生方

　今年度は、２年間研究してきたことからさらに踏み込んだ研究主題を設定し、「個別最適な学び」と「協
働的な学び」に焦点を絞り、両者を一体的に捉えながらより充実した授業づくりを目指すことにしました。
そして、研究授業を重ねることで、ICT 機器を文房具のように一つのツールとして活用する方法を学ぶこ
とができました。さらに、個別最適な学びにつながる学習の仕方や協働的な学びにつなげる指導法につい
て理解を深めることができました。次年度は、より児童に還元できる授業を目指しながら、研究を深めて
いく所存です。
　最後になりましたが、日本体育大学児童スポーツ学部助教である鈴木康介先生、墨田区立業平小学校校
長である伊藤康次先生、千葉大学教育学部国語教育研修室教授である寺井正憲先生、東京都立中野特別支
援学校主幹教諭である日髙浩一先生には、授業に対する丁寧なご指導や、教員が分かりやすいご講義をい
ただいたことで、実り多い研究ができたことに深く感謝申し上げます。

研究のまとめ


